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N33a 速い速度進化を示す Ia型超新星 SN 2019einの爆発初期からの観測
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Ia型超新星は近接連星系を成す白色矮星がチャンドラセカール限界質量に達する際、主要元素の一部である炭
素の燃焼が発生、熱核暴走反応によって爆発現象を引き起こす。極大光度と減光速度の相関関係があることが知
られており、銀河の宇宙論的な距離指標となっている。それにも拘わらず、その親星や爆発メカニズム、膨張速
度の大きさや変化などの多様性の起源といった問題は長年にわたり未解決のままとなっている。爆発直後からの
観測により、これらの問題へ制限を与えることができる。
2019年 5月 1.5日 (UT)に発見された Ia型超新星 SN 2019einについて光赤外線大学連携での追観測を実施し

た。発見から約 4等の増光を捉え、多バンドでの光度変化から爆発日を推定することができた。その結果、SN
2019einの爆発日は発見から約 2日前であることがわかった。また、京都大学せいめい望遠鏡、広島大学かなた
望遠鏡での分光観測から、SN 2019einは Si II λ6355の速度進化が速い SN 2002boとよく似たスペクトル進化を
示した。このクラスにおいて増光期からデータが得られた例は今までなく、爆発直後からの振る舞いを初めて捉
えることができた。本講演では、他の良く知られた超新星との比較を行いつつ、爆発モデルの議論を行う予定で
ある。


